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1 ．はじめに
近年大学におけるグローバル化が進んでいる．日本

国内の大学においても国際競争力を高め，魅力的な教

育内容を提供することで，能力の高い留学生を世界中

から日本に集め，国際的に活躍できる人材の養成を目

指している．その目標実現のためのグローバル30は，

日本の国公私立大学を対象とした文部科学省が実施す

る支援事業のひとつである．

これにより東北大学でも，留学生の受入れ体制を提

供する学部・研究科に英語学位コースが設置され，

2010年度より，留学生の受け入れが開始された．

Basic Japaneseは，2011年10月に開講された日本語科

目である．本報告では， 2 でBasic Japaneseについて

概要を述べ， 3 で本プログラムにおける複数教員と

ティーチングアシスタントによる情報の共有状況及び

その利点・問題点について述べ，最後に今後の課題に

ついて述べる．

2 ．Basic Japaneseについて
Basic Japanese  1 （以下，本プログラムと呼ぶ）は，

理学部，工学部及び農学部学士コースに所属する留学

生を対象とした授業科目である．英語を媒介語として

日本語を学ぶ授業であり，日本語学習歴のほとんどな

い初級学習者が対象である．以下で授業概要，教材，

授業内容，受講学生について述べる．

2.1 授業の概要
本プログラムは，日本語の基礎的な四技能（読む，

書く，聞く，話す）の習得を目的としている．授業は，

月曜日，火曜日，木曜日，金曜日の 5 時間目（16：20

～17：50）に行われ，週 4 コマを教員 3 名が担当する

チームティーチングの形で授業が行われた．教員間そ

してティーチングアシスタント（以下，TAと呼ぶ）

が情報を共有し交換する必要があるため，複数の人に

同時に電子メールを配信する仕組みであるメーリング

リスト Google グループとGoogle ドキュメントを利用

した．その利用状況ついては，次章で詳細を報告する．

2.2 教材について
教材は，The Japan Times の『げんきI』を使用した．

また，副教材として『げんきⅠワークブック』，『げん

きな絵カードⅠイラストデータ版』を使用している．

2.3 授業内容
教材は，12課まであり，主に教科書・ワークブック

を使用する．教科書の理解を深めるために，絵カード

や文字カードを作成し，学生たちに学習しやすいよう

配慮した．文字カードは，ひらがな，カタカナ，漢字

の語彙で作成し，読み練習に使用した．そのほかにひ

らがな・カタカナそれぞれの五十音図の作成も行った．

五十音図は，教科書付属の教材にはアルファベットが

ついていたが，アルファベットに頼らないように新た

にひらがなのみでの表を作成した．

新しい課に入る際には，初めにその課で使用される

単語の小テスト （10問程度）を行うことにより，学生

の単語の定着を図った．授業中の練習のほかにホーム
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ワークとしてTAが授業補助を行うオフィスアワーを

使って会話練習を行った．

2.4 受講学生
受講生は学部 1 年生13名である．所属学部は，理学

部 4 名，工学部 5 名，農学部 4 名である．国籍別では，

インドネシア 3 名，トルコ 4 名，タイ 3 名，インド，

中国，スリランカが各 1 名である．日本語学習歴の詳

細は， 0 か月が 5 名， 1 か月が 4 名， 2 か月が 1 名，

5 か月が 1 名， 6 か月が 1 名， 3 年が 1 名である． 3

年学習歴のある受講生は高校での学習であるが，それ

以外の受講生は，独学または語学学校での学習経験で

ある．

受講生は外国人であるため学習環境の違いやルール

の違いがあることから授業開始日にはオリエンテー

ションとして教室におけるルール（図 1 ）や半年間の

学習日程などを説明した．ほとんどの学生が，遅刻や

欠席もなく授業に参加していたが，連続して欠席した

学生などがいた場合にも，Googleグループによる連

絡により欠席状況を全員が把握することができた．

3 ．G30プログラムにおける工夫点
前述のように，本プログラムでは， 3 名の教員が一

つのクラスを担当する．本節ではこのようなチーム

ティーチングの現場において教員及び教育補助を行な

うTAが業務を円滑に行う上で工夫した点について述

べる．

3.1 Google グループ及びGoogle ドキュメント
本プログラムで工夫した点として，Google グルー

プ及びGoogle ドキュメントの使用が挙げられる．

Google グループとは，Googleが提供する無料サービ

スで複数の人間が共通の話題を共有する場を提供する

ものである．具体的には，通常一人以上のオーナーが

グループを立ち上げ，オーナーはグループの参加条件

及び参加者を決めることができる．グループの参加者

はいわゆるメーリングリストと類似した機能の使用が

可能である．Google グループを使用することによっ

て，例えば，一つのファイルを共有したり，グループ

のメンバー全員に一度にメールを送ったりすることが

できる．

Google ドキュメントも同様にGoogleが無料で提供

するサービスであり，これは，ウェブブラウザ内で動

くオフィスソフトである．Google ドキュメントでは，

ワープロソフト，表計算ソフト，プレゼンテーション

ソフトの機能が使用可能であり，既存のファイルをアッ

プロードすることや，ウェブブラウザ上でファイルを

作成することが可能である．アップロードもしくは作

成したファイルはGoogleのサーバー上に保存され，そ

れらのファイルは，他者と共有することが可能である．

また，ファイル作成者が，閲覧のみの使用なのかもし

くは修正可能かといったような共有者の使用条件を決

めることができる．本プログラムでは，主に表計算ソ

フトと既存のファイルの共有の機能を使用した．

Googleドキュメントのセキュリティーについて，

Googleはヘルプのページにおいて情報の保護を最優

先にしていること，セキュリティーの専門家からなる

専任チームを設けて対処していることを明記している

（Googleドキュメント2012）．また，Googleドキュメ

ントにアップロードされるファイルは，デフォルトで

限定公開になるように設定されており，一般公開する

ためにはファイルの作成者が設定する必要がある．

本プログラムのTAが昨年度勤務していたアメリカ

の大学ではBlackboadという有料の学習管理システム

を使用していたが，本プログラムではそのようなシス

テムを使用する環境が整っていないため，経済性及び

利便性を考慮し，Google グループ及びGoogle ドキュ

メントを使用した．

3.2 Basic Japanese 1 におけるGoogle グループ
及びGoogle ドキュメントの使用報告
チームティーチングの現場において重要なことの一

つに，教員間での正確且つ円滑な情報交換が挙げられ

る．本プログラムでも教員によって担当する曜日が異

なるため，授業の進捗状況，学生の様子等を細かく報

告する必要があった．実際に教員が対面し報告し合う

ことが理想的であるが，複数の教員が担当する場合，

毎回の授業報告を行なうのは困難である．

また，主に授業外での教育補助を行なう 2 名のTA

との連絡も必要である．TAの業務内容は，教材作成
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及び準備，宿題及び授業内で行った課題のチェック，

テスト・クイズの採点，出席管理，テスト・クイズの

得点及び宿題の提出状況の管理，授業外に行うオフィ

スアワーにおける教育補助等が挙げられる．

本プログラムでは，教員 3 名及びTA 2 名からなる

グループと，教員 1 名，TA 2 名，学生からなる 2 種

類のグループを作成し使用した．使用の目的として，

教員用のグループは出席管理，宿題の提出状況の管理，

授業の引き継ぎのためのメール送受信等が挙げられ

る．また，学生用のグループは授業，オフィスアワー

に関する連絡，TAが行う授業外のオフィスアワーの

予定管理等が挙げられる．以下に，実際にBasic 

Japanese  1 でGoogle グループ及びGoogle ドキュメ

ントを使用した例について詳細に述べる．

まず，教員及びTAで構成されるグループにおいて，

使用頻度が高かったものは，メーリングリストとして

の機能である．授業後に当日の担当教員が進捗状況，

出席状況，宿題提出状況，授業の様子等をグループの

メーリングリストに送信する．これにより，全教員が

毎授業の進捗状況，学生の様子を把握することができ，

TAへの指示も円滑に行う事ができる．

次に，出席管理，宿題の提出状況の管理についてで

あるが，これはTAが各教員からのメールを受け取っ

た後に，Google ドキュメント上に作成したファイル

に出席，宿題の提出状況を入力する．このファイルは

TA 2 名及び教員 1 名が書き込みできるように設定さ

れており，他 2 名の教員は閲覧のみができる設定に

なっている．このファイルはウェブ上に保存されてい

るため，書き換えた場合すぐに反映され，同時に複数

のコンピューターから同一ファイルにアクセスするこ

とが可能である．

教員用のグループと同様に，本プログラムでは学生

用のグループも作成した．このグループの主な利用目

的は，授業外のオフィスアワーで授業補助を行うTA

と学生が連絡を取りやすくすることである．このグ

ループでは，主な目的がTAと学生間における連絡で

あるため，代表の教員 1 名がグループに参加している

が，他の 2 名の教員はグループに参加していない．

教員用のグループとは異なり，学生用のグループは

作成後，使用することが非常に少なかった．これにつ

いては次節の問題点で詳細に述べる．

3.3 本プログラムにおけるGoogle グループ及び
Google ドキュメントの使用に関する利点・問
題点
本プログラムではGoogle グループは教員用，学生

用の二つのグループを作成し使用した．本プログラム

におけるGoogle グループ及びGoogle ドキュメントの

使用においては，多くの利点があったものの，特に学

生用のGoogle グループの使用に問題点も見られた．

それぞれの使用について本プログラムにおける利点，

問題点を以下にまとめる．

まず，Google グループの教員用グループの利点で

あるが，Google グループは無料で提供され，誰でも

使用可能であるため，経済性が高いことが挙げられる．

したがって，大学によっては大学全体で使用している

学習管理システムが無い場合，もしくは，使用する環

境が整っていない場合，非常に利便性が高いツールで

あると言える．また，メーリングリストとしての機能

を使用することによって，グループ内の交流を行いや

すい．本プログラムでは試験的にGoogle グループを

使用し，使用場面も限定されていたため，教員用グルー

プにおける問題点は現時点では見つからなかった．

次に，Google グループの学生用グループの利点で

あるが，教員用と同様に無料で使用できる点及びメー

リングリストとしての機能が挙げられる．しかしなが

ら，問題点として，Google グループの使用に教員が

慣れていなかったため，グループのメンバー登録に手

間取ったことや，本プログラムにおいて使用回数が少

なかったことが挙げられる．本プログラムでは，主に

TAと学生との間の連絡用に使用する目的でグループ

を作成したため，教員は 1 名のみをメンバーとして登

録し，TAと学生中心のグループとしたが，TAから

学生への連絡を行う事はめったになく，メーリングリ

ストとしての機能を使用することが少なかった．

本プログラムでは，TA，限られた教員のみ学生用

グループに登録したが，今後は教員全員を登録する予

定である．Google グループを使用することによって，

シラバスやテスト・クイズの予定を学生と共有するこ

とができ，また，教員から学生への連絡も円滑に行う
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事ができる．また，学生が授業外でもTAや教員への

連絡が可能となり，より使用する機会が増えることが

予想される．

最後に，Google ドキュメントの利点と問題点であ

るが，利点としては，ファイルの共有が可能であるこ

と，また，ファイルを共有するメンバーの使用条件を

ファイル作成者が設定することができることが挙げら

れる．これにより，教員のみがファイルを修正または

書き込みでき，学生は閲覧のみの使用を可能にするこ

ともできる．さらに，一つのファイルを同時に複数の

コンピューターを使用して編集することができ，編集

箇所は即時に反映されるため，複数の教員もしくは

TAによる出席管理が可能である．Google ドキュメン

トもGoogle グループと同様試験的な使用であるため，

問題点については今後検討したい．

3.4 TAの業務
本プログラムでは 3 名の教員のほか 2 名のTAが授

業補助を行なった．具体的には，教材作成及び準備，

宿題及び授業内で行った課題のチェック，テスト・ク

イズの採点，出席管理，テスト・クイズの得点及び宿

題の提出状況管理，授業外に行うオフィスアワーにお

ける教育補助等を行なった．以下，TAのそれぞれの

業務について詳細を述べた上で，来年度における本プ

ログラムの運営の改善につなげたい．

本プログラムでは，授業が始まる 1 週間ほど前から

教材の作成および準備を開始した．教材としては，ひ

らがな・カタカナ表記の五十音図，単語カード，教科

書付属の絵カード・漢字カード等である．本プログラ

ムは10月から新たに開始したため，教材は全て一から

作成し，来年度以降も使用可能な教材の作成が必要で

あった．事前に教員 3 名から必要な教材の要望を受け，

それらをTAが中心となり作成した．

授業が始まったのちの主な業務としては，宿題及び

授業内で行った課題のチェック，テスト・クイズの採

点，出席管理，テスト・クイズの得点及び宿題の提出

状況管理が挙げられる．前述したように，授業を担当

した教員は授業後進捗状況，出席状況，宿題提出状況，

授業の様子等を他の教員及びTAに報告する．報告を

受けた後，教材等を管理する部屋からテスト，クイズ，

宿題等を回収し，チェックした．

学生に対する授業外の学習補助として，授業外のオ

フィスアワーを週一回程度行った．オフィスアワーに

おける主な業務内容としては，会話練習，授業の復習

等が挙げられる．オフィスアワーは基本的に月曜日・

水曜日の13時から14時半であるが，学生にはオフィス

アワーに来る際には事前に予約のメールをTAに送る

ようにと指示し，予約があった場合のみオフィスア

ワーを行なった．オフィスアワーは少人数で行うので，

学生の要望に合った学習補助を行なうことができる．

オフィスアワーについては，本プログラムの最後に学

生に対しアンケート調査を行なう予定である．

4 ．おわりに
本報告では2011年度から始まった高等研究教育推進

センターによるBasic Japanese  1 について，その概

要をまとめ，チームティーチングを行う上で工夫した

点について述べた．さらに， 3 名の教員によるチーム

ティーチングをサポートするTAの業務についてまと

めた．

本プログラムでは学習管理システムとして，Google

が無料で提供するGoogleグループおよびGoogleド

キュメントを試用した．主な利点としてその経済性，

利便性が挙げられるとともに，その使用において問題

点が明らかになった．今後は，アンケート調査の結果

をまとめるとともに，学生用Googleグループの使用

環境を整備し，来年度のプログラム運営に生かしたい

と考えている．
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図 1 　教室のルール

 

 

Basic Japanese 1                                 2011年 10月 6日（木） 

1きょうしつのルール Classroom rules 

We expect you to:  

(1) Come on time and stay until the class is over. 

Three failureswill count as one absence. (Lateness of more than 30 minutes willcount as one absence.) 

(2) Submit all homework assignments by due dates.  

Late work willbe marked lower.   

(3) Prepare for the lessons: 

 たんご (Vocabulary) -- Listen CD and learn vocabulary in advance.  
(e.g. pp.40-41) 

 ぶんぽう(Grammar) -- Read the grammar explanations in advance. 
(e.g. pp.42-47) 

 

 2 1 0
じゅう

月
がつ

のクイズのよてい Quiz schedule for October 2011 (tentative) 

10
じゅう

月
がつ

１３日
に ち

 
木
も く

ようび  
Thu. 

ひらがなクイズ１: Basic Hiragana(e.g. あ、か、わ、を、ん) 

   Hiragana with diacritical Marks ゛ ゜ (e.g. が、ざ、ぱ、ぴ) 

10 月 17日
にち

 
月
げつ

ようび  
Mon. 

ひらがなクイズ２: Hiragana with small や, ゆ, よ （e.g.きゃ、きゅ、きょ） 

  Hiragana with small つ （e.g. かった、さっか） 

          Long vowels （e.g.おばあさん、えいが、とうほく） 

10 月20
はつ

日
か

 
木
も く

ようび  
Thu. 

カタカナクイズ 

10 月 25日
にち

 
火
か

ようび  
Tue. ぶんぽう（grammar）クイズ １～２課

か

 

10 月 28日
にち

 
金
き ん

ようび  
Fri. 漢字

か ん じ

クイズ 1-15 （pp.298～301） 

 

＊クイズはだいたい じゅぎょうのはじめにします。  

Quizzes will usually be given early in the class session. 

＊10 月 18日
にち

(火
か

ようび)のにほんごは やすみです。  

Japanese class is cancelled on Tuesday, October 18. 

 

図１ 教室のルール 




